
※出演者は予告無く変更になる場合がございます。

「広島神楽」定期公演へようこそ！
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下河内  貴文
坂 本  紘 秋
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上 駄  智 明
東  智 久
川 后  愛 夏
東  弥 洸

　平安時代の終わり頃、武家の棟梁である清和源氏は嫡流（ちゃくりゅう=氏族の直系の血筋のこと）である源頼政より、傍流（ぼうりゅう=主流
派からはずれた流派のこと）の源頼信の子孫たちへと時代は流れ、平治の乱において、平家のものとなっていました。
　そのことを悲しみ、伊予の国で隠棲（いんせい=俗世間をのがれて静かにくらすこと）の身となっていた頼政の母・八重桐は常に我が息子・
頼政の武勲を祈り、山中赤蔵ヶ池へと通いました。
　その池には、化生のものが住まい、八重桐は頼政の武勲を挙げる事が出来るなら、自らが鵺となり、命を捧げることを約束しま
す。鵺とは牛の体に猿の頭をもち、手足は虎で尾は蛇に似て虚空を飛ぶ化生の者ですが、自らが鵺となった八重桐は「頼政」に立
ち合いの末、我が身をフタツノの梶矢で討ち取らせました。
　その鵺こそが母であった事に気付いた頼政は母の深き愛を思い、再び源氏の白旗を挙げることを誓うという物語です。

第二幕『頼政 鵺退治～赤蔵ヶ池～』（よりまさぬえたいじ～あぞうがいけ～）
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大 田  拓 我
下 川  葵
塚 本  泰 文
東  弥 洸

　大和の国を一望する葛城山（かつらぎざん）に棲み付き、天下を撹乱（かくらん）しようとする土蜘蛛の精魂が、都の守・源頼光
（みなもとのらいこう）へ忍び寄ります。
　時に頼光は病に伏し、頼光の美しい侍女・胡蝶（こちょう）が典薬（てんやく）の守から薬を持ち帰るところを、土蜘蛛の精魂は襲
います。そして、胡蝶になりすますと、頼光に毒薬を薬と偽って飲ませます。
　しかし、頼光に正体を見破られ、伝家の宝刀「膝丸（ひざまる）」で一太刀浴びた土蜘蛛の精魂は葛城山へと逃げ帰ります。
　頼光は、我が身を救った宝刀「膝丸」を「蜘蛛切丸（くもきりまる）」と改め、四天王にこの刀を授け土蜘蛛退治を命じます。四天王
は、葛城山へ向かい精魂の妖術に立ち向かい、壮絶な戦いの果てに成敗するという物語です。

第一幕『土蜘蛛』（つちぐも）

亀山神楽団プロフィール ～広島市安佐北区～
亀山神楽団は昭和47年亀山地区において数名の神楽経験者により結成され、亀山神楽同好会として発足しました。昭和61年
名称を亀山神楽団と改め、現在20数名で活動しております。主な活動は地域の四季の祭りへの奉納神楽、各種イベントへの
出演、福祉施設の慰問等です。これからも地域の行事に積極的に参加し、神楽を愛し、舞えることを喜び、伝統芸能の継承保
存につとめ、地域の皆さんに愛される神楽団を目指し、団員一同精進してまいりたいと思います。今後とも温かいご声援とご
支援をよろしくお願い申し上げます。

かめやまかぐらだん


